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<論 文 内 容 の 要 旨 > 
本研究では，自閉症スペクトラム障害(Autism Spectrum Disorder; 以下 ASD)児の社会
性の発達について、他者信念理解における誤信念課題の成績と日常生活上の社会的文脈を含




























ける隠蔽の欺きが 3 歳から 3 歳半に可能となり，ゲーム文脈課題における隠蔽の欺きは 5

































< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
 発達障害者支援法成立（2004）、障害者権利条約の批准書を国連に提出(2014)等の社会動














能とし、定型発達児と ASD 児の発達の共通性と差異性を実証した点が評価できる。2 点目
は、ASD 児では社会的文脈を含む課題において特に困難さを有することを明らかとし、社
会的要因による促進効果が得られないことを指摘したことである。この結果は、ASD の状
態像が社会的認知の障害を中核としていることを実証的に示した点として評価できる。３点
目は， ASD児においては，作業記憶と認知的柔軟性が他者信念操作の発達に影響を与える
ことを、横断的および継時的に明らかとした点である。これは、ASD 児においては他者信
念操作と実行機能との関連を検討した研究が非常に希少であるなか、新たな知見を提供した
ものとなった。これらの実行機能を用いることによって、ASD 児では定型発達児とは異な
る課題解決方法を用いており、支援に際しても ASD児独自の方法が求められることを示し、
社会性の発達のための介入アプローチを構築するうえで実行機能に焦点を当てることによ
る有効性を指摘した点が評価できる。 
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 一方，本論文では，欺き行為の他者信念操作に関わる心的過程の全体を検討するには至っ
ていない。社会的文脈が含まれた状況における欺き行為については，他者との情動的な関係
性や欺くことで得られる利益など，信念-意図-行動のつながりのみならず，情動と欲求との
関連を含めての検討が求められる。特に，ASD 児においては，他者の情動状態の理解に困
難さがみられるという知見が多数存在している。したがって、この点について検討を行うこ
とで，ASD 児における社会性の発達の特性をより詳細に解明できることが期待される。こ
のような課題は残されているが、他者信念操作の特性から ASD児の社会性の発達を解明し
たことは、発達障害学かつ教育実践に資するものであり、当該分野の発展への貢献は大きい
と評価出来る。 
 よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
  
